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恒恒例行事の秋まつりが開催され、獅子や太鼓台が町内恒例行事の秋まつりが開催され、獅子や太鼓台が町内をを

練り歩きました。松崎地区の三省社では、地区の子ど練り歩きました。松崎地区の三省社では、地区の子どもも

たちが子供神輿を担ぎ、地区内を巡りましたたちが子供神輿を担ぎ、地区内を巡りました。。

恒恒例行事の秋まつりが開催され、獅子や太鼓台が町内恒例行事の秋まつりが開催され、獅子や太鼓台が町内をを

練り歩きました。松崎地区の三省社では、地区の子ど練り歩きました。松崎地区の三省社では、地区の子どもも

たちが子供神輿を担ぎ、地区内を巡りましたたちが子供神輿を担ぎ、地区内を巡りました。。

秋秋まつり（11/2～3秋まつり（11/2～3））秋秋まつり（11/2～3秋まつり（11/2～3））
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※１人当たりの値は、９月３０日現在の人口７，３３４人で計算しています。

町の財政状況

平成２６年度の４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。

（ ７２．７％）
１４億６，３９５万８千円
１０億６，４２３万７千円

地方交付税

（ ５８．２％）
６億７，２１９万８千円
３億９，１３５万８千円

町 税

（ ０％）
２億８，７８９万円

０円
町 債

（ ３８．１％）
２億８，２９８万３千円
１億 ７８０万円

国庫支出金

（ ７．８％）
１億９，６４６万６千円
１，５３７万６千円

県 支 出 金

（ ３２．３％）
１億８，４９３万円
５，９７９万４千円

繰越明許費

（ ３２．６％）
１億５，０７４万７千円
４，９１５万５千円

諸 収 入

（１４４．６％）
１億円
１億４，４５７万４千円

繰 越 金

（ ５７．４％）
８，４００万円
４，８１９万４千円

地方消費税
交 付 金

（ ３２．５％）
７，３９１万５千円
２，４０１万円

使用料及び
手 数 料

（ ３３．３％）
４億９，０９９万９千円
１億６，３６１万８千円

そ の 他

（ ４３．３％）
８億８，０２９万１千円
３億８，０８４万７千円

民 生 費

（ ４２．３％）
５億１，９４８万２千円
２億１，９５１万１千円

総 務 費

（ ３１．５％）
４億８，７５７万６千円
１億５，３４３万９千円

衛 生 費

（ ５４．３％）
３億９，６７０万８千円
２億１，５３９万円

商 工 費

（ ３１．６％）
３億７，５５７万４千円
１億１，８８０万１千円

消 防 費

（ ５１．７％）
３億１，１７９万８千円
１億６，１２６万７千円

公 債 費

（ ３９．６％）
２億９，１２０万９千円
１億１，５４２万２千円

教 育 費

（ １４．１％）
２億４，４０６万６千円
３，４３４万３千円

土 木 費

（ ２５．２％）
２億１，８２８万７千円
５，５０８万１千円

農林水産業費

（ ５１．８％）
１億８，４９３万円
９，５７１万７千円

繰越明許費

（ ３９．４％）
７，８１６万５千円
３，０８０万９千円

そ の 他

平成２６年９月３０日までに

納めていただいた税金（町税） 約５万３千円

平成２６年９月３０日までに

使ったお金 約２１万６千円

町民１人当たりでは

９月３０日現在の基金（町の貯金）と町債（町の借金）の状況
●町の貯金（財政調整基金等、１４基金）

１７億７，３５２万９千円

町民１人当たり約２４万２千円

●町の借金

３０億４，２２２万３千円

町民１人当たり約４１万５千円

【問合せ】総務課（４２）３９６３

３９億８，８０８万６千円 上段：予算額

２０億６，８１１万６千円 下段：収入済額（ ）：収入率（５１．９％）歳入 歳出
３９億８，８０８万６千円 上段：予算額

１５億８，０６２万７千円 下段：支出済額（ ）：支出率（３９．６％）

平平平成成2266年年度度 一一般会計 上期執行状一般会計 上期執行状況況
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平
成

年
度
上
半
期
振
興
公
社

２６

管
理
施
設
の
実
績
は
、
景
気
が
緩

や
か
に
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と

や
、
駿
河
湾
環
状
道
路
と
圏
央
道

の
開
通
等
で
、
入
館
施
設
・
宿
泊

施
設
と
も
に
、
若
干
前
年
を
上
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
館
施
設
で
は
、
特
に
団
体
客

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
重
文
岩

科
学
校
で
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
割
引
の
個
人

客
も
伸
び
て
い
ま
す
。

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
の
宿
泊
に
お

い
て
も
、
７
月
が
台
風
の
キ
ャ
ン

セ
ル
や
夏
休
み
期
間
の
減
少
が
大

き
く
前
年
対
比
で
２
０
３
人
減
少

し
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
始
め
た

町
民
紹
介
割
引
制
度
で
町
民
の
皆

様
に
多
く
の
お
客
様
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
、

人
の
増
加
と
な
り
ま

２１

し
た
。

ま
た
、
日
帰
り
入
浴
や
会
食
等

の
休
憩
で
も
地
元
の
皆
様
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

秋
以
降
も
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
値
引
き
企
画
の
「
富
士
山
プ

ラ
ン
」
を
実
施
す
る
等
、
宿
泊
客

の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

企
画
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

散
歩
中
に
ペ
ッ
ト
が
し
た
フ
ン

を
路
上
や
他
人
の
敷
地
に
放
置
す

る
こ
と
で
、
悪
臭
等
の
苦
情
が
増

え
て
い
ま
す
。

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
に
と
っ

て
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
散
歩

に
連
れ
て
行
く
と
き
は
、
フ
ン
を

入
れ
る
袋
等
を
持
参
し
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

散
歩
中
に
リ
ー
ド
を
外
さ
れ
た

て
い
て
、
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
、
農
林
漁
業
に
伴
う

焼
却
や
、
ど
ん
ど
焼
き
等
の
一
部

例
外
を
除
き
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
外
に
該
当
す
る
場
合

で
も
、
ビ
ニ
ー
ル
や
ゴ
ム
、
タ
イ

ヤ
等
は
焼
却
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
臭
い
や
煙
に
よ
り
周
囲
に
迷

惑
が
か
か
る
場
合
は
注
意
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
天
候
や
時
間

帯
を
考
慮
し
て
焼
却
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

散歩のときは、道具を忘れずに！

割合
（％）

比較
（人）

前年度
（人）

本年度
（人）

施 設 名

１００．２％２１１０，０７３１０，０９４宿泊

伊豆

まつざき荘

１３３．９％４４６１，３１７１，７６３入浴

１２１．５％５１０２，３７６２，８８６休憩

１０７．１％９７７１３，７６６１４，７４３小計

１０３．５％５４９１５，６４４１６，１９３入館
伊豆の

長八美術館

１１６．１％１，５４８９，６１４１１，１６２入館重文岩科学校

１０１．０％９６９，５５８９，６５４入館
明 治 商 家

中 瀬 邸

－－４９３４，７２９入館民 芸 館

９７．５％△ ３２８１３，２０７１２，８７９入館
道 の 駅

花の三聖苑
１１０．２％１，５３７１５，０３６１６，５７３入浴

振
興
公
社
管
理
施
設
上
半
期
実
績

平成２６年度 上半期 施設利用状況

※民芸館はカウント方法を変更（H26売店利用者、H25体験者）

生生
活
環
境
課
か
ら
の
お
願

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
願
いい

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は

飼
い
主
が
処
分
し
て
く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い

犬
や
、
オ
リ
か
ら
逃
げ
出
し
た
犬

が
人
を
か
ん
で
し
ま
う
事
故
が
町

内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

普
段
お
と
な
し
い
犬
で
も
、
興

奮
し
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た

り
す
る
と
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き

起
こ
し
た
り
、
犬
自
身
が
交
通
事

故
に
あ
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

散
歩
中
は
リ
ー
ド
を
外
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

家
に
い
る
と
き
も
、
リ
ー
ド
や

鎖
で
つ
な
ぐ
、
柵
や
オ
リ
で
囲
む

等
し
て
、
犬
が
逃
げ
出
せ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

猫
に
つ
い
て
も
、
交
通
事
故
、

野
良
猫
と
の
ケ
ン
カ
に
よ
る
負
傷
・

病
気
の
伝
染
と
い
っ
た
危
険
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ン
の
悪
臭
等
で
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
外
飼
い
・
放
し
飼
い
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
煙
た

い
」、「
家
の
す
ぐ
そ
ば
で
燃
や
し

野
焼
き
は
禁
止
で
す

小型焼却炉の使用も原則禁止です！



同
一
月
（
１
日
か
ら
月
末
ま
で
）

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
医
療

費
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、

一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）

を
超
え
た
分
が
、
あ
と
で
払
い
戻

さ
れ
る
制
度
で
す
。
該
当
に
な
る

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
健
康
福
祉

課
よ
り
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
の
領
収
書
の
写
し

を
添
付
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
高
額
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
場
合
は
、
限
度
額
適

用
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

提
示
す
る
こ
と
で
、
お
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
の
入
院
に
つ
い
て
は
、
食
事

代
の
負
担
も
軽
減
で
き
ま
す
。
健

康
福
祉
課
で
交
付
申
請
を
受
付
け

て
い
ま
す
。

平
成

年
１
月
か
ら
、

歳
未

２７

７０

平
成

年
１
月
か
ら
所
得
区
分

２７

と
限
度
額
が
変
更
に
な
る
た
め
、

歳
未
満
の
方
の
、
現
在
お
持
ち

７０の
限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
有
効

期
限
が
平
成

年

月

日
（
水
）

２６

１２

３１

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
認
定
証
は
平
成

年
２６

１２

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

歳
未
満
の
方
を
合
算
し
て
限

７０度
額
を
超
え
た
と
き
（
自
己
負

担
が
２
万
１,
０
０
０
円
以
上
の

も
の
が
合
算
の
対
象
で
す
）

○

歳
以
上

歳
未
満
の
方
を
合

７０

７５

算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
と
き

（
自
己
負
担
分
す
べ
て
が
合
算
の

対
象
で
す
）

○

歳
未
満
の
方
と

歳
未
満
の

７０

７５

方
を
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え

た
と
き
（

歳
以
上

歳
未
満

７０

７５

の
方
の
限
度
額
を
超
え
た
も
の

と
、

歳
未
満
の
方
の
自
己
負

７０

担
分
が
２
万
１,
０
０
０
円
以
上

の
も
の
が
対
象
で
す
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊

満
の
方
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
３
段
階
だ
っ
た
所
得
区
分

を
５
段
階
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
所
得
に
応
じ
た
負
担
に
な
る

よ
う
改
正
さ
れ
ま
す
。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
とととととととととととととととととととととととと

高
額
療
養
費
制
度
と
ははははははははははははははははははははははははは

4

高高
額
療
養
費
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま

高
額
療
養
費
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
すす

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己己
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
がががががががががががががががががががががががが

自
己
負
担
限
度
額
が

変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変
更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更
ささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままままままま

変
更
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
、

歳
以

７０

上
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
差
額
ベ
ッ
ド
料
、
食
事
代
等
は
、

高
額
療
養
費
の
対
象
外
で
す
。

既既既既既既既既既既既既既既既既既既既既既既既既
にににににににににににににににににににににににに
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
をををををををををををををををををををををををを

既
に
限
度
額
適
用
認
定
証
を

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
のののののののののののののののののののののののの
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

お
持
ち
の
方
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

ここここここここここここここここここここここここ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななななななな
とととととととととととととととととととととととと
きききききききききききききききききききききききき
もももももももももももももももももももももももも
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費

こ
ん
な
と
き
も
高
額
療
養
費
ががががががががががががががががががががががががが

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
ささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
がががががががががががががががががががががががが
ああああああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままま

支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

○７０歳未満の方の自己負担限度額（月額）

４回目以降３回目まで所得区分

８３，４００円
１５０，０００円＋医療費が５００，０００円を
超えた場合は、その超えた分の１％A上位所得者

４４，４００円
８０，１００円＋医療費が２６７，０００円を
超えた場合は、その超えた分の１％B一般

２４，６００円３５，４００円C住民税非課税世帯

改
正
前

４回目以降３回目まで所得区分

１４０，１００円
２５２，６００円＋医療費が８４２，０００円を
超えた場合は、その超えた分の１％ア所得が９０１万円を超える

９３，０００円
１６７，４００円＋医療費が５５８，０００円を
超えた場合は、その超えた分の１％イ

所得が600万円を超え
901万円以下

４４，４００円
８０，１００円＋医療費が２６７，０００円を
超えた場合は、その超えた分の１％ウ

所得が210万円を超え
600万円以下

４４，４００円５７，６００円エ
所得が210万円以下

（住民税非課税世帯を除く）

２４，６００円３５，４００円オ住民税非課税世帯

改
正
後

平成２７年1月からの自己負担額の計算

４０歳の人が入院して一医療機関で医療費が１００万円かかった

＊自己負担割合は3割なので、自己負担分は30万円

＊限度額は 80,100円＋（100万円－267,000円）×1％＝87,430円

限度額適用認定証をお持ちの方……窓口でのお支払額が87,430円

限度額適用認定証をお持ちでない方……窓口でのお支払額は30万円

申請により３０万円－８７，４３０円（限度額）＝２１２，５７０円が後で支給されます

所得区分
ウ
の場合

＊＊＊申請には医療費の領収書が必要になります。大事に保管してください。＊＊＊



毎
年

月

日
か
ら

月

日

１１

１１

１１

１７

ま
で
の
１
週
間
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
保
障
の
充
実
、

施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振

興
等
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
財
源
は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
生
活

に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税

に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）

や
役
割
（
使
途
）
お
よ
び
、
税
務

行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
全
国
的
に

税
に
関
す
る
広
報
等
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
伊

豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

は
、
今
年
も
小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
作
品
（
ポ

ス
タ
ー
、
習
字
、
作
文
）」
を
募
集

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
次
の
世
代
を
担

う
小
学
生
・
中
学
生
に
作
品
を
応

募
し
て
も
ら
う
こ
と
を
機
会
に
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
税
に
つ
い
て
、
そ
の
仕

組
み
や
目
的
を
知
り
、
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
賀
茂
地
区
の
小
学
校
・

中
学
校
か
ら
習
字
の
部
に
４
９
８

点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に

点
、
作

５２

文
の
部
に
５
２
０
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

松
崎
町
で
は
、
松
崎
小
学
校
か

ら
習
字
の
部
に

点
、
松
崎
中
学

６０

校
か
ら
作
文
の
部
に

点
の
応
募

１１

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
習
字
の

部
お
よ
び
作
文
の
部
に
お
い
て
入

賞
者
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。特

に
作
文
の
部
に
お
い
て
、
松

崎
中
学
校
の
石
田
蘭
さ
ん
が
国
税

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、

月

日
か
ら

１１

１１

月

日
の
期
間
、
役
場
窓
口
税

１１

１７

務
課
で
展
示
し
ま
し
た
。

入
賞
作

入
賞
作
品品

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文

税税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い

税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い
てて

国
税
庁
長
官
賞

石

田

蘭
さ
ん
（
松
中
３
年
）
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伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

佳
作

矢

野

瑞

葵
さ
ん
（
松
小
６
年
）

静
岡
県
下
田
財
務
事
務
所
長
賞

菊

地

萌
さ
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
長
賞

田

中

優

羽
さ
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
教
育
長
賞

佐

藤

小

雪
さ
ん
（
松
小
６
年
）

伊
豆
下
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

藤

池
う
ら
ら
さ
ん
（
松
小
６
年
）

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

個
人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
お
よ

び
装
置
、
船
舶
、
工
具
・
器
具
お

よ
び
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
を

「
償
却
資
産
」
と
い
い
、
土
地
や

家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
事
業
用
資
産
を
お
持
ち

の
方
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有

状
況
を
償
却
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
長
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し

１２
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
事
業
を
開
始
し
た
場
合

等
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
窓
口
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必

要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
申
告
期
限
】

平
成

年
２
月
２
日
（
月
）

２７

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

おお
忘
れ
な

お
忘
れ
な
くく

償
却
資
産
の
申

償
却
資
産
の
申
告告
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僵
僵
僵
僵
僵
僵
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僵
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僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

町では、平成２７年度採用の職

員を募集します。

【採用人員】事務職員 若干名

【受験資格】昭和６０年４月２日

以降に生まれた方

で大学・短期大学

を卒業した方。（卒

業予定の方を含む。）

【受付期限】１２月１９日（金）

【試験日程】第１次試験

１月１０日（土）

１０：００～

【試験会場】環境センター

【問合せ】

総務課（４２）３９６３

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

町職員募集（大卒・短大卒）

－

短

歌－

堀

岡

洋

子

山
本
智
恵
子

中

村

宣

子

飯

野

ふ

さ

一
輪
の
花
の
こ
ぼ
せ
る
香
り
に
も

声
あ
る
ご
と
く
呼
び
止
め
ら
る
る

わ
が
裡
に
思
ひ
の
い
く
つ
か
溶
け
さ
せ
て

う
ち

靄
の
ひ
ろ
ご
る
林
に
立
て
り

も
や

そ
れ
ぞ
れ
の
時
計
に
癖
の
あ
る
ら
し
く

正
午
の
針
は
そ
れ
ぞ
れ
を
指
す

時
経
て
ば
怪
我
も
し
ぜ
ん
に
癒
ゆ
る
ご
と

笑
ふ
日
の
く
る
悲
し
み
癒
え
て

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

山
本

や
ま

も
と

か
ね
子
さ
ん
（
峰
）

こ

（
大
正
３
年

月

日
生
）

１０

２０

１
０
０
歳
の
お
祝
い

月

日
、
齋
藤
町
長
は
、
山

１０

２０

本
さ
ん
が
入
所
し
て
い
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
太
陽
の
里
」
を

訪
問
し
、
お
祝
い
金
と
記
念
品
を

贈
呈
し
て
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
山
本
さ
ん
は
、「
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

１００歳のお祝いを受ける山本さん

月

日
、
松
崎
町
功
労
者
表

１１

２０

彰
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
町
の
自
治
、
福
祉

等
、
各
般
に
わ
た
っ
て
、
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

伊い

藤と
う

秀ひ
で

也
さ
ん

や

（
神
奈
川
県
在
住
）

多
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
、
恵
ま
れ
な
い

家
庭
の
保
護
指
導
、
児
童
の
健
全

育
成
に
献
身
し
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
貢
献
。

北

区

八や

木

登
さ
ん

ぎ

の
ぼ
る

（
元

民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
多
額

の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
町
政
の
推

進
に
貢
献
。

宮
本
五
三
雄
さ
ん

み
や

も
と

い

さ

お（
東
京
都
在
住
）

松
崎
町
功
労
者
表

松
崎
町
功
労
者
表
彰彰

松
崎
町
功
労
者
表

松
崎
町
功
労
者
表
彰彰

平成２６年度松崎町功労者表彰式にて

有
功
表

有
功
表
彰彰

善
行
表

善
行
表
彰彰

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
多
額

の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
町
政
の
推

進
に
貢
献
。

感
謝
感
謝
状状

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
多
額

の
金
員
を
寄
付
さ
れ
、
町
政
の
推

進
に
貢
献
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

横よ
こ

瀬せ

克か
つ

孝
さ
ん

た
か（

埼
玉
県
在
住
）

寄
付
行
為

寄
付
行
為

寄
付
行
為
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持
続
可
能
な
景
観
保
全
を

月
６
日
、
環
境
セ
ン
タ
ー

１１
に
お
い
て
、
県
と
松
崎
町
、
や

ろ
う
じ
ゃ
協
議
会
の
３
者
に
よ

り
、
リ
バ
ー
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

制
度
に
関
す
る
同
意
書
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
バ
ー
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
制

度
と
は
、
県
が
管
理
す
る
河
川

の
一
定
区
間
を
県
と
町
と
団
体

の
皆
様
が
協
働
し
て
清
掃
や
除

草
等
の
美
化
活
動
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
の
共
有
財
産

と
し
て
保
全
し
て
い
く
も
の

で
す
。

今
回
、
や
ろ
う
じ
ゃ
協
議

会
と
同
意
を
締
結
し
た
箇
所

は
、
伏
倉
橋
か
ら
上
流
へ
２

０
０
㍍
の
区
間
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
所
は
、
約

年
前

２０

に
親
水
護
岸
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
土
砂

が
堆
積
し
、
ア
シ
等
が
繁
茂

し
、
当
時
の
景
観
が
失
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
リ
バ
ー
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
親
水
護
岸

が
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
、
町
を

代
表
す
る
景
観
と
な
っ
て
い
る

那
賀
川
の
桜
並
木
や
田
ん
ぼ
を

つ
か
っ
た
花
畑
と
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る

場
所
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
、
か
け
が
え

の
な
い
自
然
や
歴
史
的
遺
産
を

守
り
育
て
、
豊
か
で
住
み
よ
い

生
活
環
境
づ
く
り
と
文
化
的
風

土
の
醸
成
を
目
的
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
管
理
し
て
い
く
た
め

に
、
昭
和

年
に
環
境
保
全

５６

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
町
に
と
っ
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
素
晴
ら

し
い
景
観
を
残
す
た
め
、
行

政
と
町
民
の
皆
様
が
連
携
、

協
働
し
な
が
ら
適
切
で
持
続

可
能
な
美
化
活
動
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯６０

１１/８～１０

第３４回松崎町文化協会芸術祭

環境センターでは、松崎町文化協会が主催す
る芸術祭が開催されました。1２５人の方から出
品された３２１点が展示され、多くの方が鑑賞に
訪れました。

１１/４

姉妹都市帯広市から季節の贈り物

開拓姉妹都市の帯広市から特産品のじゃがい
も２００㌔ が届きました。贈っていただいたじゃ
がいもは、学校給食のメニューに加えられ、子
どもたちが味わいました。

１１/１２

世界空手大会準優勝を町長へ報告

東京都の日本武道館で開催された第13回少年
世界空手道選手権大会に出場し、準優勝の成績
を収めた佐藤小雪さん（指川区）が齋藤町長へ
結果報告に訪れました。

１１/６

伊豆まつざき荘で宿泊者数２０万人達成

伊豆まつざき荘では、平成１８年３月にリニュー
アルオープンしてからの宿泊者数が２０万人を達
成し、記念すべき２０万人目の宿泊客には、副町
長から花束や記念品が贈られました。
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，３２８人（－６人）

男 ３，４８８人（－１人）

女 ３，８４０人（－５人）

世帯数 ３，０４０戸（－５戸）

転 入 １６人 転 出 １３人

出 生 ３人 死 亡 １２人

（平成26年１０月31日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ３件 （＋２）

物損事故 １２件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋２）

二
〇
一
四
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

〇

七

号

平成２6年１０月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１００月届出分月届出分））

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

◯◯３３５５

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

地

域

交

流

通

信

長
野
県
初
の
Ｊ
１
チ
ー
ム
が
誕

生
し
ま
す
。

昭
和

年
、
松
本
駅
前
の
喫
茶

４０

店
「
山
雅
」
で
産
声
を
上
げ
た
小

さ
な
町
ク
ラ
ブ
は
、
平
成

年
に

２２

全
国
リ
ー
グ
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
、
翌
年

に
は
元
日
本
代
表
松
田
直
樹
さ
ん

の
悲
劇
を
乗
り
越
え
て
Ｊ
２
へ
の

昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

元
北
京
五
輪
代
表
監
督
の
反
町

康
治
氏
を
監
督
に
、
１
年
目
は
１２

位
、
２
年
目
に
は
昇
格
プ
レ
ー
オ

フ
目
前
の
７
位
と
順
位
を
上
げ
、

３
年
目
に
し
て
夢
の
舞
台
へ
上
が

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
曇
地
区
で
も
、
稲
核
町
会
の

国
道
１
５
８
号
沿
い
は
「
稲
核
山

雅
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
試
合
の
あ

る
日
に
は
各
所
に
チ
ー
ム
の
旗
を

立
て
町
会
ぐ
る
み
で
応
援
し
て
い

ま
す
。

ま
た
安
曇
公
民
館
で
も
、今
シ
ー

ズ
ン
開
幕
戦
の
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

戦
を
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
応

援
に
行
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
チ
ャ
ン
ト
（
応

援
歌
）
の
練
習
で
盛
り
上
が
り
、

試
合
も
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
の

船
山
選
手
が
ハ
ッ
ト
ト
リ
ッ
ク
の

活
躍
で
３
対
１
の
勝
利
で
し
た
の

で
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
も
大
騒
ぎ

で
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
は
未
知
の
ス
テ
ー

ジ
で
す
の
で
、
今
ま
で
の
よ
う
に

は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
安
曇

地
区
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ア
ル
ウ
ィ
ン
へ
お
越
し
い

た
だ
い
て
「
山
雅
劇
場
」
を
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
安
曇
支
所

百
瀬

徹
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

松松松
本本
山
雅
山
雅
Ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｃ

や
ま

が

Ｊ
１
昇
格
決

Ｊ
１
昇
格
決
定定

地

域

交

流

通

信

消
費
者
金
融
か
ら
の
借
入
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の
利
用
等
を
き
っ
か
け
に
、

あ
る
い
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
も
の
の
そ
の

後
の
収
入
状
況
の
悪
化
等
に
よ
っ
て
、
借
り
て

は
返
す
と
い
う
多
重
債
務
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
乗
じ
て
ヤ
ミ
金

融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠

の
現
金
化
業
者
等
、
違
法
な
事
業
者
が
貸
付
を

行
う
等
し
て
事
態
が
さ
ら
に
一
層
深
刻
に
な
る

ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
多
重
債
務
に
つ
い
て
は
法
的
に

解
決
す
る
手
段
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に

町
の
担
当
窓

口
や
専
門
家

の
と
こ
ろ
に

早
期
に
相
談

を
し
て
く
だ

さ
い
。（

文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

「
多
重
債
務
。一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！
」

①満員のゴール裏

②アルウィンへ来てね

③安曇支所受付も

届出人年齢氏 名地 区

浩 史８４石 田 貞 枝江奈４

秀 昭８４馬 塲 博 子那 賀

常 喜９４石田瀧之助江奈４

威８１関 時 子宮 内

久 雄９０鈴木よし子江奈２

博５５山 本 正 樹峰

佳 世７９杉山たか子伏 倉

幸 典８８稲 唯 男江奈２

美 佐 絵８６争 川 久 子江奈２

おくやみ申し上げます（死亡）

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

中 村 旬 伸男文 哉
ふみ や

櫻 田

山 田 晃 大女柚 凪
ゆず な

東 区

おめでとうございます（出生）

●2

●3

●1


